




 

Ⅰ.目的 

 動脈壁の表在性脂質沈着巣が,定型的な線維性硬化巣ないし粥腫性硬化巣へ

の進展の初期病変であるとは断定できないが,両者の間に多少とも相関がある

ことを認める学者も少なくない。一方,動脈壁硬化巣の進展に血清中の脂質が何

らかの役割を演ずるであろうことは Anitschkow 以来広く受け入れられている。 

 今回は,冠状動脈壁への脂質沈着度と血清コレステロール値の間に有意な相

関が存在するか否かを検討することを目的とした。 


